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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
英
語
民
間
試
験
の
活
用
延
期
及
び
記
述
式
問
題
の
導

入
見
送
り
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
議
事
録
等
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
が
開
催
し
た
、

「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
」
に
置
か
れ
た
「
新
テ
ス
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
並
び
に
「
「
大
学
入
学
希
望
者
学

力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
記
述
式
の
作
問
方
法
検
討
チ
ー
ム
」
及
び
「
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」

記
述
式
の
採
点
方
法
検
討
チ
ー
ム
」
（
以
下
「
各
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
会
議
を
公
開
し

た
場
合
、
構
成
員
の
自
由
な
意
見
交
換
が
制
約
さ
れ
、
円
滑
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
審
議
を
公
正
か
つ
円

滑
に
実
施
す
る
上
で
支
障
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
大
学
入
学
者
選
抜
等
に
係
る
非
公
開
情
報
を
基
に
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
各
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
の
会
議
は
い
ず
れ
も
非
公
開
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
各
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
の
会
議
が
非
公
開
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
グ
ル
ー
プ
・
チ

ー
ム
の
各
会
議
に
お
け
る
発
言
者
の
発
言
内
容
が
分
か
る
資
料
の
公
開
は
差
し
控
え
た
い
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
が
開
催
す
る
「
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会

議
」
（
以
下
「
検
討
会
議
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
「
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
」

（
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
。
以
下
「
開
催
要
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
大
学
入
試
に
お
け

る
英
語
四
技
能
の
評
価
や
記
述
式
出
題
を
含
め
た
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
」
こ
と
と
し
、
そ
の
実
施
方

法
と
し
て
「
幅
広
く
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

検
討
会
議
の
実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
開
催
要
綱
に
お
い
て
、
「
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
末
ま
で
と

し
、
必
要
に
応
じ
て
延
長
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
延
長
と
な
る
の
か
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
審
議
の
状
況
に
鑑
み
て
検
討
会
議
に
お
い
て
そ
の
要
否
も
含
め
議
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
令
和
六
年
度
か
ら
の
新
た
な
英
語
入
試
の
制
度
設
計
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
会
議
に
お
け
る
議
論
を



 

３ 

 

踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
検
討
会
議
の
結
論
が
出
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
省
に
お
い
て
は
、
受
験
生
が
、
家
庭
の
経
済
状

況
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
大
学
等
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

各
大
学
が
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
と
協
力
し
て
共
同
で
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
、
セ
ン
タ
ー
が
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
各
受
験
者
の
成
績
を
各
大
学
に
対
し
提
供
す
る
ま
で
に
要
す
る
日
数

に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣

が
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
に
指
示
し
た
「
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
達
成
す
べ
き
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標

（
中
期
目
標
）
」
に
お
い
て
は
、
「
入
学
者
選
抜
の
全
体
日
程
終
了
後
に
、
希
望
す
る
受
験
者
本
人
に
対
し
セ
ン
タ
ー
試
験

の
成
績
を
開
示
す
る
」
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
定
め
は
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
務
処
理
に
要
す
る
時
間
等
を
考
慮
し

て
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
当
該
定
め
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い



 

４ 

 

な
い
。 

 
 

御
指
摘
の
「
試
験
日
程
」
を
含
む
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
に
関
し
必
要
な
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
大
学
・
高

等
学
校
関
係
者
と
の
協
議
（
以
下
「
協
議
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
て
同
省
が
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
大
綱
」
（
以

下
「
実
施
大
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
令
和
三
年
度
以
降
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施

期
日
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
高
等
学
校
教
育
へ
の
影
響
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
協
議
を
踏
ま
え
て
各
年
度
の
実
施
大
綱
に

お
い
て
適
切
に
設
定
し
て
ま
い
り
た
い
。 


